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さあ、皆さんも一緒に男女共同参画社会を目指しませんか。
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いままでの歴史は『結婚したら、又は子どもができたら、女性は仕事

をやめて家庭に入る』いわゆる『男は仕事・女は家庭』という役割分

担を、社会の慣習という枠にはめて、女性に押し付けてきました。し

かし家庭は家族みんなでつくるもの。母親だけのものでも、父親だけのものでもありません。

男性の中には、｢男の理想は｣とか｢良き嫁は｣といった考えを持つ人がいますが、これも社会

的にすり込まれた性別役割分業意識、つまり男性サイドの期待なのです。働きたい人は働く、

こんな当たり前のことができない社会、何かおかしいと思いませんか。パートナー同士、新

しい家庭を築くうえでお互いを尊重し、充分に話し合い理解した上で、お互いのあり方を決

めるべきではないでしょうか。しかし、今回のケースのように生きがいをもって女性が働き

続けることについて親の世代では理解できない人たちも多いでしょう。

そんなときこそ、男性のパートナーの力の見せ所です。‘どっちでもいい’なんて言ってい

ると後で大変なことになるかもしれません。そうならないように、今から考えていきましょ

う。
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母性本能とはよく聞く言葉ですね。これは、学習しなくても母親が

本来持っている自然発生的な能力をさすと、言われているものです｡

母性本能がある女性ならば、何よりも育児を優先させるはず、家庭

を大切にするはず、そうしなければ女性として失格というような誤った使われ方をされて

きました。

女性だからといって、夜昼なく赤ちゃんの世話をして、家事もこなせるのが当たり前と思う

ことは「母性」に対する過剰な期待です。このように性別によって役割を固定してしまうこ

と、これがジェンダーなのです。母性本能とは、世話を受ける男性側からの期待の気持ちを

表現する言葉ですが、現在は神話と解釈され、死語になってます｡

子どもが小さなうちは、育児のウエイトは母親に傾きますが、育児の楽しさや辛さを分かち

合い協力してやっていくことが、二人の精神的な理解を深めていくことになり、家庭として

のイメージを現実化していくことになるんでしょう。
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今回のように、書類の代表者や責任者の欄には、男性名を書き入れる
ことが決まりごとのように、習慣化していました。男性は勿論のこと
女性も当然のように、受け入れている時代が長くありましたね。家父

長制の時代には、長男が一家の責任者として、その名を外に出していましたが、敗戦後の民
法改正に伴い、法律としての家父長制度はなくなっています。
しかし、慣習として意識の中に強く根付いたものが、今でも幅を利かせているといえるでし
ょう。優位に立つ男性側から、抑圧されている側の女性の不自由さに目を向けることは、な
かなか難しいことです。地域の役員名簿が、実際に参加しない夫の名前で書かれていたり、
学校の名簿が男子が先に、その次に女子が書かれていたり。ＰＴＡの集まりが「父兄会」と
いわれた時代がつい最近まであったように、私たちの身の回りを点検してみると、生活の中
に深く染み込んでいる、実情にそぐわない不思議なことがたくさんあります。恵子さんの気
持ちに芽生えた「なぜ」をそのままにせず、ぜひ言葉にしてみることを試してみてください。
身近な人との会話のやりとりをする中から、信頼できる関係を築いていってほしいと思いま
す。必ず、分かり合える人がいるはずです。
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洋子さんの家庭は実は、男性は仕事、女性は家事育児にというジェン

ダーによる役割分担が、定着している家族だったようです。そこに洋

子さんが寝込むという事件が起こったところで、ジェンダーによる役

割分担の継続が難しくなってきました。

タイミングよく息子の拓也くんから「僕が料理をするからお母さんは休んでいい。」と、新

しい提案がありました。

これをきっかけに、夫婦でジェンダーによる役割分担に代って「家族の役割」を問い直して

みられたのは、自然な流れだったんでしょうね。

ジェンダー意識から来る役割分担の思い込みは、女性にも、男性にも過剰な負担を強いるこ

とになりがちです。人間も日々変化・成長していきます。子ども達の成長や家族内の生活の

変化にともなって、家族の役割を見直す事も大切ですね。
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今回は、地域における環境美化活動への参加についてでした。体調が悪

いのを我慢して参加した恵子さんは、家族そろって参加していた鈴木さ

ん一家の様子を見て何を感じたのでしょうか。帰ってきてから夫に怒り

をぶつけていましたが、なぜこういうすれ違いが起きたのでしょうか。そこで、女性にもすり込

まれているジェンダーについて考えてみたいと思います。男は仕事に、女は家事育児にというジ

ェンダーによる役割分業が定着していると、近所付き合いという地域での活動、いわゆるコミュ

ニテイワークも女性の役割に分類され、女性自身もそのように思い込んでしまうのです。恵子さ

んは、鈴木さんとの会話の中で「だめよ、うちの主人は、・・・」と言い、夫は帰ってきた恵子さ

んに「おーい、どこ行ってたんだ。」と言っていました。「環境美化」の作業について、夫婦の話

し合いのテーブルに乗せることなく、恵子さんが「これは私の仕事」または「主人に言っても駄

目なのよ」と一人合点していたのではないでしょうか。できる我慢も積もり積もっていけば、い

つかは爆発します。そうなる前に何とかしたいものです。男性支配社会の中で育ち、常に優位に

置かれている男性からは、支配される側の苦しさや不自由さは解りにくいものです。生活環境

の不自由さを感じている女性の側から、「NO」のメッセージを発信していきたいですね。
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倉知さんのようにご夫婦でしっかり話し合い、これからのやり方を
決めていくことはとても大事なこと。とても良いケースだといえる
でしょう。しかし、皆さんの中にはよき妻・よき嫁という漠然とし

たこだわりを持っている人は案外多いのではないでしょうか？以前は、嫁ぎ先の親の介護は
嫁の役目だとされてきました。しかし、社会の変化に伴って、家族の有り様も変わってきま
したし、高齢化社会へ向けて女性の労働力を期待する政府の肝入りもあり、仕事を持つ女性
が増えてきました。また、急激に進んだ少子化傾向で、今後は妻・夫双方の親を介護するケ
ースも多くなります。介護はもはや女性だけが抱えていられる問題ではありません。家族や
夫婦のあり方は、自分たちで決めていきたいですね。人は十人十色、それぞれに適したやり
方があるはずです。男性も妻に任せてあるから大丈夫、ではなく二人で話し合い、自分たち
のやり方を決めることに積極的に参加して欲しいと思います。また社会全体で高齢化が進む
中、介護を家族だけの問題とするのではなく、時には公的なサービスを利用することも介護
者の身体的、心理的な負担を軽減するために必要なことです。家族で話し合い、介護される
側とする側、お互いに気持ち良く過ごしたいですね。
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このご夫婦のように定年後は二人で生
活する場合が多くなっています。しか
し大抵の場合、夫が定年退職するまで

には妻は趣味を持ち、自分の生活のリズムができあがっ
ています。それに引き換え、今まで家のことは妻に任せ
ていた人は、このただしさんのように家にいてもどこに
何があるのか分からず、居場所がないと感じるかもしれ
ません。なぜこれほど二人の生活にギャップが生じてし
まうのでしょう。これは、今までの長い年月の間に二人
の生活を二人で作ってこなかったということなのです。
現役時代から趣味をつくったり、家事を覚えて生活的自
立ができていれば、一人置いていかれても取り残された
と感じることはないでしょう。
妻に先立たれた、または離婚したなどの原因で一人にな
った60歳以上の男性の平均余命はたった３年というデー
タもあるとか…。一人で生活できる能力も自立した人間
として必要になっているといえるでしょう。今の平均寿
命を考えると、定年後まだ20年近くも生きることになり
ます。夫婦二人でできる趣味をこれから見つけていくの
もいいですね。これからの人生を有意義に過ごすのは本
人の努力次第です。女性も男性も、生き生きと楽しみた
いですよね。
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『会議に出席できると思うとやる気が違う』といっていた愛知さんの

言葉がとても印象的でした。今までの社会は、同じ社員でも女性は

働く期間も短ければ、業務内容も男性の補助的役割というものでし

た。しかし、女性も社会進出するようになり、愛知さんのように仕事に責任感をもち、男

性・女性という性別に関係なくしっかりやりたいという意識と意欲を表現する人たちも増え

てきました｡しかし、肝心の職場で相変わらず補助的な役割だけしか任されないとしたら、

当然、男性社員と差が出たり、女性社員自身の意欲をなくさせてしまうことになってしまい

ます。これは長い目でみれば会社にとって損失になるのではないでしょうか。一人ひとりが

その能力を最大限生かすことのできる環境を整えるのは管理職の責任です。性別役割分業を

見直し改革していくためには、ジェンダー意識からの開放が第１歩ですね｡
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仕事において経験は非常に大切ですし、失敗は許されません。これ

は、女性でも、男性でも同じことですが、この場合の課長さんは、

女性である愛知さんに重要な仕事を任せることに不安を感じている

ようですね。

仕事の責任の重さや評価が、女性と男性で分かれてしまうのはなぜでしょうか。この会社に

限らず、女性の仕事の役割分担は、男性の補佐と考えている企業が多いとしたら、とても残

念なことです。女性であるというだけで、仕事のチャンスを与えられなかったら、仕事上で

男女差ができてしまうのは、当然のことでしょう。

職場におけるジョブトレーニングは上司の判断に任せられることが多く、ジェンダー意識の

強い上司の下では、グローバルな感覚を持った企業人は育ちにくいものです。女性社員は若

くて、可愛くて、にこにこしていればいいという時代は昔話になりました。

男女ともに、実力の発揮できる職場の雰囲気が、仕事の能率アップにつながると思うのです

が、いかがでしょうか。
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セクシュアルハラスメントには環境型と対価型というものがあります。

今回のケースのように、職場の立場を親睦会の席に持ち込み女性にお酌を強要

したり、デュエットの相手を強要するのは『環境型』、『対価型』は地位利用型

とも言われ、上司の権限や地位を利用して労働条件と引き替えに性的な要求を行うものです。デートに誘

う、交際を迫る、セックスを要求するなど性的な誘いかけの条件として『給料を上げてあげるよ』『昇進さ

せるよ』と迫り、断れば『配置転換をする』『辞めさせる』などの条件をつけて圧力をかけるものです。対

価型と環境型は、区別がはっきりしない場合も多いのですが、大切なことはセクシュアルハラスメントの

基本を理解しておくことです。基本線は‘相手の意に反する’こと‘されて不快な’ことという受け手の

主観的な尺度によって判断されます。加害者にはセクシュアルハラスメントの自覚がなく、先程の係長の

ように職場を和ませるつもりの‘ジョーク’であったりすることもあるんでしょうが、聞かされている側

がそのために気が重くなり職場に行きにくくなっていたりすれば、セクシュアルハラスメントとの認識に

なります。今回の親睦会も、会社の外の出来事ですが、改正均等法の指針は『アフターファイブの宴会で

あっても、実質的に職場の延長線上のものであれば、職場に該当する』と定めています。女性にお酌を強

要したり、デュエットの相手を強要するのは女性の存在を仕事上のパートナーというより、性的存在とし

て見ているからともいえます。女性の立場から言えば、可愛くて気が付く女の子のジェンダーを期待され

るより、仕事での評価を認められるための『改正均等法』であってほしいところです。
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